
 
 

 

 

ＳＹＤかわらばん 
<最新活動情報 No.180> 2023 年 12 月 21 日号 

かわらばん特別企画「修養団と私」 

昨年１月号よりスタートした「修養団と私」。各地で活動されている方々に特別寄稿いただいております。他

の組織との交流のきっかけや運動推進の原動力として、大きな反響を呼んでいます。 
 

修養団と私「修養団キャンプで得たもの」 

修養団香川県連合会 

副会長 多田  勲 

私が初めて野外活動の

キャンプを受講体験したの

は１９５５年、１９歳の夏、修

養団の岡山県、香川県の

両連合会合同夏期講習に

引き続きおこなわれた修

養団青年キャンプ講習で

した。 

岡山県と香川県の間の瀬戸内海にある本島で

各地から参加した青年が遠藤俊夫青年部長、亀

岡重則講師からキャンプの心得と実践を３日間に

わたって詳細に受講しました。一つ一つがこれまで

になかった驚きと新鮮なことばかりでした。修養団

が日本で最初に天幕講習を開催したこと、創立者

蓮沼門三先生の「愛と汗の精神」も学びました。海

辺にテントを張り波の音を聴きながら眠る。献立を

考え飯盒で食事をつくる。食前食後の感謝のこと

ばを唱和する。使った食器を念入りに洗う。そして、

朝起きて夜まで歌に始まり歌で終わる生活は新鮮

で楽しかった。歌集もありました。キャンプファイ

ヤーの出し物、いろいろなゲームは当時の青年に

とってはじめての新鮮な学習でした。 

その夏期講習の熱の冷めないうちと思い、近所

の子どもたち２０人ほどを森に集め、大きい農業用

シートをテント代わりにして毛布、飯盒を持ち込ん

だキャンプをおこないました。食前食後の感謝のこ

とばなど作法は講習で習ったとおりにしました。何

年か後に大人になったその時のキャンパーは「あ

の時の楽しかった思い出は何ごとにも代えられな

い思い出だった」と語っていました。 

それから新しい修養団少年少女キャンプが始ま

りました。本部から指導者を迎え香川県連合会と岡

山県連合会が交互に受け持って毎年開催しました。

修養団本部の指導者研修会などで、キャンプを開

催している人たちとの交流ができました。 

 

 

国立音楽大学の岡本仁先生の合唱研修はまた

画期的な歌の勉強になりました。おかげで私の地

元で一緒に活動しているお母さんコーラスが四国

代表として「第２回全国おかあさんコーラス大会」に

出場できました。 
 

 

１９７０年には修養

団から推薦をいただ

いて、世界青年交流

協会「日欧青少年交

流海外派遣団」の北

欧班に参加し、１か月

にわたり外国の青年

たちと交流ができたの

は私の大きな宝物に

なりました。 

 

 

こんな宝物をいただいたのは、これまで活動して

きたことへのご褒美をいただいたと感謝しています。 

今年の夏、久しぶりに修養団のキャンプに参加

できて、新しい取り組みに頑張っておられる皆さん

の活動を拝見し、心からのエールを送ります。 

１９７３年２月「修養団全国代表者会議」 
前から３列目左端が多田さん 

フィンランドにて 
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11/19…「ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研

修会」（鹿児島）１２人〔鹿児島県日置市・伊集

院地区公民館〕 《志村和也》 

 
１２月９日におこなわれる「子どもＷＡＫＵ×２

ひろば」に向け準備をおこなった。クリスマス会

の飾りつけに使う折り紙作りやレクリエーションを

学び、楽しく有意義な時間を過ごした。 
 

12/2…第７回「『東京ベルズ』ハッピーヴォイス

チャリティーコンサート」１１６人〔東京都渋谷

区・ＳＹＤホール〕 

 

「あなたがサンタクロース！」をテーマに、第

７回チャリティーコンサートを、ＮＰＯ法人「東京

ベルズ」ご協力のもと実施。当日は昨年を大幅

に超える来場者が訪れた。 

クリスマスにちなんだメドレー曲や「夢で逢い

たくて、もう一度」などのオリジナル曲、「ダニー

ボーイ」、「シング・シング・シング」など馴染み

のある名曲などを披露。 

今年は「さいたまシティジュニアコーラス」が

賛助出演し素晴らしい歌声を披露したほか、

東京ベルズとの合同演奏などで会場は大い

に盛り上がった。 

 
第１部の特別企画として、ＳＹＤ青年部の山

口千恵子部長と増田航介職員が、映像を使っ

て「フィリピンのゴミ山で暮らす子どもたちの今」

をテーマに活動報告をおこない、大学生の平

松倫太郎さんが体験発表。その後、東京ベル

ズ出演者が各々「幸せの種まき献金箱」に一

年間貯めた献金を、岩佐加寿子ＳＹＤ幸せの

種まき献金委員長に手渡した。 

 
 

 遠方等で来場が難しい方

に対して、「心の参加者」と

称して献金を呼びかけた結

果、個人・団体で２０件を超

える多くの献金が寄せられ

た。 

収益金は上記献金と合わ

せて「幸せの種まき献金」に

入金され、ストリートチルドレ

ンの支援などに活用される。 

 

12/15…「青年ボランティアゼミナール」〔東京

都・ＳＹＤ会議室〕 《大学生・平松倫太郎》 
    ※詳細次号 
 

★「子どもＷＡＫＵ×２ひろば」 

11/18～19…瀬戸内海 １９人〔香川県小豆島町・

小豆島ふるさと村キャンプ場〕 《板倉和也、林春幸》 
参加した子どもたちは、キャンプ場に植生して

いる小豆島名産のオリーブ摘みを体験。

多田 勲さんへ≪質問コーナー≫ 

① 好きな言葉 → 「愛顔 愛語」 

② 私のおすすめの本 

→ 山本有三「心に太陽を持て」 

③ 好きな食べ物 → 「讃岐うどん」 

 （自分で打って楽しんでいます） 

④ 趣味 → 「山歩き」 

 （修養団の富士登山講習で長谷川恒夫先生

の指導を受け山が好きになりました。６６歳

までに深田久弥選「日本百名山」のすべてを

登拝しました） 

⑤ 最近はまっていること、または始めようとしていること 

→ 「四国遍路」 

⑥ 夢 → 「歌手になりたかった」 

⑦ 会員の皆様へ一言メッセージ 

→ 「ＳＹＤで心とからだを鍛えて世界に羽ばたこう」 

➡ご感想やメッセージなどありましたら、 
ぜひＳＹＤ社会教育部までご連絡下さい。 

主催事業・活動等 

報 告  
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夕食は協力をしながらうどんを手打ちしてカ

レーうどんを作った。 

  
２日目は、島内にある道の駅「小豆島オリーブ

公園」へバス移動しオリエンテーリングをした。 

その後、会場に戻り昼食に流しそうめんを食

べ、風は強かったものの天候に恵まれ寒さを感

じずに楽しむことができた。 
 

11/26…東京 ３１人〔東京都・ＳＹＤホール〕 

     《谷野渉、増田航介》 
ＳＹＤ東京のメ

ンバーが「ハチャ

メチャ運動会」を

実施。参加した子

どもたちはボール

運び、借り物競

争、魚釣りゲーム

を応用したゴミ分

別ゲーム、ゴム鉄砲を使った射的のほか、大縄

跳びや〇×クイズなどにチャレンジし、思い切り

体を動かした。 
 

12/2～3…北九州 ３３人〔福岡県北九州市・市立玄海

青年の家〕  《板倉和也》 

  

北九州ではまだ積雪はなかったものの、会場

内の体育館で「室内雪合戦」などをおこない、子

どもたちの歓声が響いた。また、段ボールで作ら

れた大型のジグソーパズル作りにチャレンジした。

夕食後のクイズ大会では子どもたちとリーダーが

腕相撲で対決する内容もあり、楽しいひとときを

過ごした。翌日の野外炊事では飯盒でごはんを

炊いたほか、スープとホイル焼きを作り、寒空の

もと冷えた体を温める食事となった。 
 

12/9…鹿児島 ３２人〔鹿児島日置市・伊集院地区公

民館〕   《志村和也》 

  
 

４年ぶりに開催。修養団鹿児島県連合会の協

力のもと、主に夏のキャンプに参加したリーダー

たちを中心に企画・運営した。 

当日はレクリエーション大会、クリスマスケーキ

作り、プレゼント交換をし、リーダーたちからのサ

プライズで寸劇が披露された。 

子どもからは「サンタさんはプレゼントをもらえ

ないけれど、子どもたちから笑顔のプレゼントを

もらえると思った」という感想があった。 
 

12/10…沖縄 ３２人〔沖縄県糸満市・県立糸満青少

年の家〕 《板倉和也》 

  
天候に恵まれ、午前中は芝生の広場でレクリ

エーション大会をおこない、午後からは室内でク

リスマス会をした。リーダーによるミニゲームのほ

か、ＳＹＤが支援するフィリピンの子どもたちに向

けたクリスマスカードを作成。参加した子どもたち

がサンタクロースとなって、心がこもったカードが

仕上がった。プレゼント交換はくじ引きの方法で

おこない、会場の全員がドキドキしながらプレゼ

ントをもらった。 

 
 

12/17…東京〔東京都・ＳＹＤホール〕 《板倉和也、市島

寿里、増田航介》 ※詳細次号 
 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 

 
11/29 福岡県福岡市立千代中学校 27 人 
12/ 8 長崎県佐世保市立光海中学校 77 人 
12/15 千葉県柏市立柏第五中学校 237 人 
 

 
1/15 埼玉県小川町立八和田小学校ＰＴＡ 

 

 
 

12/5～8…第１２２４回「みがく講習会」２９人《武田

数宏、寺岡賢、山﨑政弘、斎田聖生、竹本英美》 

東北、関東、中部各地方の企業から、また個

人参加の方々が受講に訪れた。

報 告 

 

予 定 

 

伊勢青少年研修センター事業 

《山口千恵子、谷野渉、増田航介》 
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２０代から５０代までバランスの取れた年齢構

成で、お互いが学びあい、活気に満ち溢れた会

となり、明るい雰囲気の中で４日間の研修を過ご

すことができた。研修を終え、玄関前で受講者

各々が決意を述べて出発するなど、各人の心に

残る講習会となった。 

 
 

 
 

12/9～10…「クリスマス会ｉｎ伊勢」８４人〔三重県

伊勢市・伊勢青少年研修センター〕  

    《武田数宏、山﨑政弘、竹本英美》 

  
 今年のテーマは「みんなで作ろう！楽しいク

リスマス会」。キャンドル作り、ピザ作り、

ケーキ作り、ファッションショーなど、子ども

たちやリーダー、スタッフ全員で協力しいろい

ろなものを作るプログラムを進めた。参加した

子どもたちにとっては、大きなチャレンジの機

会となった。 
 

 
 

12/24～25…「子ども自然体験スキーキャンプ

リーダー研修会」〔福島県北塩原村・ばんだい

ふれあいぴあほか〕 《谷野渉、林春幸》 
 

12/26～30…第１回「子ども自然体験スキー

キャンプ」〔福島県北塩原村・ばんだいふれあい

ぴあほか〕 《板倉和也、谷野渉、増田航介、林春幸》 
 

 

1/16～19…第１２２５回「みがく講習会」《武田数宏、

寺岡賢、山﨑政弘、斎田聖生、竹本英美》 

 

 
 

 

11/23…修養団山都愛汗の会「愛汗苑雪囲い

作業」７人〔福島県喜多方市・愛汗苑〕 

 

積雪に備え、蓮沼門三

初代主幹の生誕地「愛汗

苑」敷地内樹木の雪囲い

作業を実施した。 
〈発信・佐藤美秋〉 

 

12/10…修養団宇部市連合会「第５３回宇部

市街頭美化清掃」４００人〔山口県宇部市〕 

  
年末恒例の修養団宇部市連合会主催によ

る年末街頭美化清掃を実施し、多くの企業、

市民団体、家族、学校のボランティア部などか

ら参加があった。 
今年は宇部市の篠崎圭二市長も清掃に参

加され、閉会式でご挨拶をいただいた。 

 〈発信・岡村精二〉 

 

１２月１日に

は琴崎八幡宮

の清掃奉仕も

実施した。 

  
 
 

 
 
 

 

 
 

予 定 

会員組織の主な動き 

 

 報 告 

 <発行・連絡先>  
 

  ＳＹＤ( 修養団) 社会教育部 

〒151 0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 

☎03(3405)5441 FAX03(3405)5424 

E-mail : info@syd.or.jp 

: https://syd.or.jp/ 

《１２月２日付 

宇部日報記事》 
 

 


